
個人情報の取扱い（収集・保有・利用・提供）に関する同意条項
みずほマイレージクラブカードセゾン特約

第1条（適用）
株式会社クレディセゾン（以下「当社」という）が株式会社みずほ銀行（以
下「当行」という）と提携して発行するみずほマイレージクラブカードセゾ
ン（以下「本カード」という）の会員（以下「本会員」という）の個人情報取扱
いについては、「個人情報の取扱い（収集・保有・利用・提供）に関する同意
条項」及び「みずほマイレージクラブ規定」に加え、本特約が適用されます。
第2条（個人情報の提供・利用）

⑴本会員は、当社及び当行が本会員の下記個人情報を、保護措置を講じ
た上で相互に提供し、下記の利用目的で利用することに同意します。

［利用目的］
１.当社及び当行が連携して行うみずほマイレージクラブに関する
サービスの提供
２.当行が個人向けに取り扱う預金・債券・貸付・投資信託・保険（別途
事前同意を取得したものに限る）・信託・株式、並びに当社が個人向け
に取り扱うクレジットカード・付随するその他の商品・サービスに関す
るご提案やご案内、及びこれらの研究や開発
３.当行が発行する「みずほキャッシュカード」、当社が発行する本カー
ドの発行業務および発行可否の判断
４.上記２.記載の商品やサービス等の提供に際して、当行及び当社が
それぞれ行う判断、各種リスクの把握および管理

［提供・利用する個人情報］
ａ.上記1.および２.を利用目的とする場合
本会員の氏名、生年月日、住所・電話番号・メールアドレス等の連絡先、
家族構成、職業、勤務先に関する情報、利用商品やサービスの種類・契
約日・取引金額・期日等の取引に関する情報、取引店番号・口座番号・取
引番号等の管理番号の内、当社及び当行がそれぞれに保有する情報
ｂ.上記３.および４.を利用目的とする場合
上記ａ.の各項目、資産・負債に関する情報、公開情報、各種商品の支払
開始後の利用残高および月々の返済状況、融資取引の際の判断に関す
る情報の内、当社及び当行がそれぞれに保有する情報

⑵本会員は、当行が媒介・代理・取次・募集等を行う保険・信託・株式等の
申し込みに際して、当行が本会員の銀行取引を通じて取得した本会員に
関する情報を利用すること、また、保険・信託・株式等の媒介・代理・取次・
募集等に際して知り得た情報を銀行業務に利用することに同意します。
第3条（問い合わせ窓口）

当社及び当行が保有する第２条の本会員の個人情報に関するお問合せ
や、開示・訂正・削除の申出、その他ご意見の申出に関しましては、下記連
絡先までお願いします。
株式会社みずほ銀行
（保有個人データの開示・訂正・削除のご請求手続）
当行の個人情報の取扱いに関するご質問や、開示等のご請求の具体的
な手続（※）につきましては、お取引のある当行本支店までお問い合わ
せください。

（※）当行のホームページ（https://www.mizuhobank.co.jp/）等でもご覧
いただけます。

（個人情報のご意見・ご要望のお申し出）
当行の個人情報の取扱いに関するご意見・ご要望につきましては、お
取引のある当行本支店または下記窓口までお申し出ください。

［個人情報ご相談窓口］
電話番号　０３－６８３８－１０３９
受付時間　当行営業日の午前９時～午後５時

株式会社クレディセゾン インフォメーションセンター
住所：〒１６５－８５５５　東京都中野区江原町１－１３－２２
電話番号：０３－５９９６－１１１１

第4条（個人情報の提供期間）
第２条の提供先企業への個人情報提供期間は、原則として契約期間中及
び契約終了後５年間とします。なお、提供先企業における個人情報の利
用期間については、第３条記載の当社又は当行の連絡先にお問い合わせ
ください。

セゾンカード規約及び本特約をよくお読みのうえ大切に保管して下さい。
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第5条（特約の変更）
本特約は当社及び当行所定の手続きにより変更する場合があります。

以下の個人情報の取扱い（収集・保有・利用・提供）に関する同
意条項みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特約、みずほ
マイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特約、Ｓｕｉｃａに関する特約、
オートチャージに関する特約、ビューＴｙｐｅⅡ提携カードに関する
特約については、みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａご
利用のお客さまに適用されます。尚、リンクサービスをご利用の
お客さまは、リンクに関する特約についても適用されます。

個人情報の取扱い（収集･保有･利用･提供）に関する同意条項
みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特約

第1条（適用）
株式会社みずほ銀行（以下、「みずほ銀行」といいます。）、株式会社クレ
ディセゾン（以下「クレディセゾン」といいます。）、および東日本旅客鉄道
株式会社（以下「ＪＲ東日本」といいます。）の発行するみずほマイレージク
ラブカードセゾンＳｕｉｃａ（以下「本件カード」といいます。）の会員の個人
情報の取扱いについては、「個人情報の取扱い（収集・保有・利用・提供）に
関する同意条項」、「個人情報の取扱い（収集・保有・利用・提供）に関する
同意条項みずほマイレージクラブカードセゾン特約」および「みずほマイ
レージクラブ規定」に加え、本特約が適用されます。
第2条（個人情報の利用・提供）

１．会員は、各社が会員の下記個人情報を、保護措置を講じたうえで相互
に提供し、下記の目的で利用することに同意するものとします。

［利用目的］
①本件カードの発行または会員の管理のため
②本件カードに関するサービスの提供のため
③法令等や契約上の権利の行使や義務の履行のため
④各社の商品、サービスの案内のため
⑤各社の商品開発のため
⑥会員への取引上必要な連絡および取引内容の確認、その他取引を適

切かつ円滑に履行するため
［相互に提供・利用する個人情報］

⑴上記①②③④⑤を利用目的とする場合
　氏名・住所・電話番号等、入会申込書や入会後の届出書等に記載の
事項（変更があった場合は変更後の情報も含む。）、本件カードの事故・
再発行・解約等の事実、支払預金口座番号、クレジットカード番号、クレ
ジットカード機能のご利用状況および会員資格の取消等の事実
⑵上記⑥を利用目的とする場合
　上記⑴の各項目、会員の家族が申し出た会員の情報、Ｓｕｉｃａの機能の
使用に関する情報

２．各社は、前項の利用目的④により行う宣伝物・印刷物の送付等、営業に
関する案内について、会員から中止の申し出があったときは、当該目的で
の利用・提供を中止する措置をとります。ただし、ご利用代金明細書送付
時等の同封物や書類余白への印刷等の営業案内は除きます。

個人情報に関するお問合せや、開示・訂正・削除の申出、その他ご意見の
申出に関しましては、下記の各社連絡先までお願いします。

株式会社みずほ銀行
（保有個人データの開示・訂正・削除のご請求手続）

当行の個人情報の取扱いに関するご質問や、開示等のご請求の
具体的な手続（※）につきましては、お取引のある当行本支店まで
お問い合わせください。

（※）当行のウェブサイト（https://www.mizuhobank.co.jp/）等でもご覧
いただけます。
（個人情報のご意見・ご要望のお申し出）

当行の個人情報の取扱いに関するご意見・ご要望につきまして
は、お取引のある当行本支店または下記窓口までお申し出ください。

［個人情報ご相談窓口］
電話番号０３－６８３８－１０３９
受付時間 当行営業日の午前９時～午後５時



株式会社クレディセゾン インフォメーションセンター
住所〒１６５－８５５５東京都中野区江原町１－１３－２２
電話番号０３－５９９６－１１１１

みずほマイレージクラブカードセゾン特約
第1条（カード名称）

株式会社クレディセゾン（以下「当社」という）が株式会社みずほ銀行（以
下「当行」という）と提携して、当社が発行主体となるクレジットカードを
みずほマイレージクラブカードセゾン（以下「本カード」という）と称します。
第2条（カードの発行）

当行が提供するみずほマイレージクラブのお客様で、「みずほマイレージ
クラブ規定」、「セゾンカード規約」、「個人情報の取扱い（収集・保有・利用・
提供）に関する同意条項」、「個人情報の取扱い（収集・保有・利用・提供）に
関する同意条項 みずほマイレージクラブカードセゾン特約」及び本特約
を承認のうえ当行及び当社（以下「両社」という）に本カードご利用のお申
込みをされ、両社が本カードのご利用を承諾した方（以下「会員」という）
に、本カードを発行いたします。契約は、両社が承諾した日に成立するも
のとします。
第3条（支払口座の特例）

セゾンカード規約第７条（弁済金等の支払方法等）⑴①の「預金口座振替
依頼書等で指定し当社が認めた金融機関口座」は当行の普通預金口座
に限ります。
第4条（リボルビング払い）

セゾンカード規約第７条（弁済金等の支払方法等）⑵①は以下のとおりと
します。
①リボルビング払い－利用算定日における利用締切日が到来したリボ

ルビング払いの商品購入代金の残高（以下「リボ算定日残高」という）
を基礎として、会員が予め選択した、末尾「月々のお支払額算出表」
記載の標準コースもしくは長期コースに定める金額又は会員が定額
コースを選択のうえ５千円以上５千円単位で予め指定した金額（以
下「弁済金」という）をお支払いいただく方法です。弁済金には、各
コースともに当社所定の手数料を含みます。手数料の実質年率は、
カード送付時の書面で通知します。手数料は毎月のリボ算定日残高
に対し当月５日から翌月４日までの日割計算とします。但し、利用日
から起算して当該カード利用にかかる最初のお支払日までの期間は、
手数料計算の対象としないものとします。なお、当社所定の方法によ
りお支払日前のお支払いも可能です。この場合の手数料は、前回お
支払いされた日の翌日からの日割計算によります。

第5条（届出事項変更の届け先）
⑴セゾンカード規約第１６条（カードの紛失、盗難等）⑴の紛失、盗難等の
届出、及び第１８条（お届け事項の変更等）⑴の住所、氏名、電話、勤務先、
金融機関口座等のお届け事項に変更があった場合の届出は、当行所定の
方法に基づき当行に行っていただきます。
⑵⑴の届出がなかった結果、当行又は当社が会員に発送する通知書、請
求書等が未到着又は到着が遅れた場合でも通常どおりに到着したもの
とみなします。なお、本カードの発送の場合で、両社の定める期間経過後
に、本カードが到着したときには、本カードの機能が使用できなくなるこ
と及び、本カードの機能の提供を受けるために、両社の定める手続が必
要なことをご承認いただきます。
第6条（カードの再発行）

本カードの再発行の手続きは、セゾンカード規約第１７条（カードの再発
行）にかかわらず、当行所定の方法に基づき行うものとします。
第7条（会員資格喪失時の特例）

⑴会員がみずほマイレージクラブの会員資格を喪失したときは、本カー
ドの会員資格も喪失いたします。
⑵会員がセゾンカード規約第２４条（会員資格の喪失等）に基づき会員資
格を取消された場合、本カードの会員資格も喪失いたします。
⑶前二項の場合、新たに当行のキャッシュカードが発行されるまでの間、
会員はキャッシュカード機能を利用できなくなりますが、これに伴う不利
益・損害等については、両社は責任を負わないものとします。
第8条（本カードの年会費）

本カードの年会費は、以下のとおりとします。（税込）



一般カード
アメリカン・エキス
プレス・カード・
ベーシック

アメリカン・エキス
プレス・カード

本人カード 無料 無料 ３，３００円
ＥＴＣカード 年会費無料
第9条（みずほマイレージクラブカードセゾンアメリカン・エキスプレ
ス・カード・ベーシック）

みずほマイレージクラブカードセゾンアメリカン・エキスプレス・カード・
ベーシックに係るセゾンカード規約の適用においては、同規約第３９条

（セゾンカードインターナショナル・アメリカン・エキスプレス・カード）の
規定が適用されます。
第10条（本規約の変更等の準用）

セゾンカード規約第１９条（本規約の変更等）の規定は、本特約の変更に
ついて準用します。この場合において、セゾンカード規約第１９条（本規
約の変更等）中「本規約」とあるのは、「本特約」と読み替えるものとします。

みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特約
第1条（本特約の目的）

本特約は、株式会社みずほ銀行（以下「みずほ銀行」といいます。）、株式会
社クレディセゾン（以下「クレディセゾン」といいます。）および東日本旅
客鉄道株式会社（以下「ＪＲ東日本」といいます。）が提携して発行する「み
ずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ」（以下「本件カード」といいま
す。）の発行条件、機能および使用方法等について定めるものです。
第2条（本件カードの発行）

１．本件カードは、「みずほキャッシュカード規定」および「みずほデビット
カード取引規定」に定めるみずほ銀行のキャッシュカードとしての機能

（以下「キャッシュカード機能」といいます。）、「セゾンカード規約」（以下
「会員規約」といいます。）、「みずほマイレージクラブカードセゾン特約」お
よび「ビューＴｙｐｅⅡ提携カードに関する特約」に定めるクレディセゾン
のクレジットカードとしての機能（以下「クレジットカード機能」といいま
す。）ならびにＪＲ東日本が「Ｓｕｉｃａに関する特約」、「オートチャージに関
する特約」および「リンクに関する特約」に定める非接触ＩＣチップを内蔵
するカードに記録された金銭的価値等（以下「Ｓｕｉｃａ」といいます。）で提
供する機能（以下「Ｓｕｉｃａ機能」といいます。）を１枚のカードでご利用で
きるものです。
２．本件カードは、「みずほ普通預金規定」、みずほキャッシュカード規定、
みずほデビットカード取引規定、会員規約、「個人情報の取扱い（収集・保
有・利用・提供）に関する同意条項」、「個人情報の取扱い（収集・保有・利
用・提供）に関する同意条項みずほマイレージクラブカードセゾン特約」、

「みずほマイレージクラブ規定」、みずほマイレージクラブカードセゾン特
約、Ｓｕｉｃａに関する特約、オートチャージに関する特約、リンクに関する
特約、ビューＴｙｐｅⅡ提携カードに関する特約および本特約を承認のう
え、みずほ銀行、クレディセゾンおよびＪＲ東日本（以下総称して「各社」と
いいます。）に本件カードのご利用の申し込みをされ、各社が本件カード
のご利用を承諾した方（以下「会員」といいます。）に、本件カードを発行い
たします。なお、契約は各社が承諾した日に成立するものとします。なお、
クレディセゾンまたはＪＲ東日本が会員と認めなかった場合で、みずほ銀
行が認めた場合には、みずほキャッシュカード（普通預金）を発行します。
３．クレジットカード機能の利用代金等を決済する預金口座（以下「決済
口座」といいます。）は、本件カードの普通預金口座とするものとします。
４．本件カードのお申し込みができるのは、個人の方のみとします。また、
お申し込みに先立ち、各社から届出住所宛へ諸通知の発送や諸連絡を行
うことをご了解いただける方に限らせていただきます。
５．本件カードのお申し込みにあたり、入会申込書およびご提出いただい
た書類は返却いたしません。
第3条（本件カードの貸与・回収について）

１．本件カードの所有権は、各社に帰属し、会員に貸与するものとします。
２．会員は、善良なる管理者の注意をもって本件カードを管理し、本件
カードを第三者に貸与、質入れ、譲渡等により第三者に使用させることも
その占有を第三者に移転することもできません。
３．各社のいずれかが会員規約、本特約、または各社が定める規定等によ
り必要と認めて本件カードの返却を請求したときは、会員はこれに応じ
るものとします。
第4条（本件カードの作成および交付）

１．各社は、本件カードの作成について第三者に委託して作成することが
できるものとします。また、本件カードの交付についても、各社が指定す



る委託先からお届出の住所宛へ送付することができるものとします。
２．本件カードが、万が一ご不在などの理由により不送達となり、返却さ
れた場合には、みずほ銀行で所定の期間、保管します。所定の期間を経
過した場合、みずほ銀行は当該カードを破棄するものとします。なお、本
件カードの再発行を会員が希望する場合は、第８条にしたがって届け出
るものとします。ただし、本件カードを発行してから１年以上経過してい
る場合、あらためて本件カードのお申し込み直しをご依頼する場合があ
ります。
第5条（クレジットカード機能）

１．本件カードは、会員規約に定める本人会員に発行され、家族会員のお
申し込みはできません。
２．会員は、会員規約に定める加盟店に加え、ＪＲ東日本の指定する窓口、
乗車券類発売機、指定席券売機等に本件カードを提示する等、ＪＲ東日本
所定の手続きを経ることによって、ショッピングに本件カードが利用でき
ます。
３．会員は、本件カードをインプリンター加盟店（カード表面の凹凸を利用
して売上票に印字を行う加盟店）で利用することはできません。
第6条（本件カードの盗難・紛失等）

１．会員が、本件カードを紛失、盗取された場合、本件カードが偽造、盗難、
紛失等により他人に使用されるおそれが生じた場合、または他人に使用
されたことを認知した場合には、速やかにみずほ銀行に電話等により通
知のうえ、みずほ銀行所定の書面によりみずほ銀行に届出を行うととも
に所管警察署へ届出を行うものとします。みずほ銀行は、会員が提出し
た届出をクレディセゾンへ送付することとし、クレディセゾンはその事実
をＪＲ東日本に通知します。なお、これをもって会員規約に定める届出が
あったものとします。
２．第１項の連絡を受けた場合は、当該連絡内容の確認など所定の手続
にしたがって、みずほ銀行はキャッシュカード機能の利用を停止し、クレ
ディセゾンはクレジットカード機能の利用を停止し、ＪＲ東日本はＳｕｉｃａ
機能の利用を停止します。各社のいずれかのシステムが休止している
間に連絡を受け付けた場合には、システムの休止期間終了後に遅滞なく
同様の措置をとります。これは本件カードのご利用の安全を図るための
措置であり、万が一当該連絡における会員の誤りなどで本件カードが使
用できないことが生じても、各社は責任を負いません。
３．盗難・紛失等により被る損害については、キャッシュカード機能につ
いてはみずほキャッシュカード規定が、クレジットカード機能に関して
は会員規約が、Ｓｕｉｃａ機能に関してはＳｕｉｃａに関する特約およびオート
チャージに関する特約がそれぞれ適用されるものとします。
第7条（届出事項の変更）

１．氏名・住所その他の届出事項に変更があった場合、会員はすみやかに
みずほ銀行に所定の方法により届け出るものとします。会員から届出が
あった場合、当該届出内容をみずほ銀行はクレディセゾンへ連絡し、クレ
ディセゾンはＪＲ東日本に連絡します。なお、これをもって会員規約に定
める変更の届出があったものとします。
２．氏名に変更があった場合、会員は、第８条に定める届出方法により
カードの再発行を届け出るとともに、本件カードをみずほ銀行に返却す
るものとします。
第8条（本件カードの再発行）

１．本件カードの紛失・盗難、破損・汚損および氏名変更等を理由に会員
がみずほ銀行に所定の方法にて届出をすることにより、各社に対し本件
カードの再発行の申し出を行い、各社が再発行を承認した場合には、本
件カードを再発行するものとします。会員が提出した申込書については、
みずほ銀行からクレディセゾンへ送付することとし、これをもって会員
規約に定める申し込みがあったものとします。
２．本件カードの再発行の申し込み時に、会員が本件カードを所持してい
た場合、本件カードを返却するものとします。
３．本件カードの再発行が必要となる場合、新しいカードが交付されるま
での間は、キャッシュカード機能、クレジットカード機能およびＳｕｉｃａ機
能の利用はできないものとします。これにともなって、万が一損害などが
発生したとしても各社は責任を負いません。
４．会員が本件カードの再発行を希望する場合には、各社所定の手数料
をいただく場合があります。
第9条（本件カードの有効期限）

１．本件カードには有効期限があり、キャッシュカード機能、クレジット
カード機能およびＳｕｉｃａ機能に共通の有効期限です。
２．本件カードの有効期限到来後も、各社が引き続き利用を承認する場
合、有効期限を更新した新しい本件カード（以下「更新カード」といいま
す。）を会員の届出住所宛に送付します。



３．前項にもとづき更新カードが発行された場合、有効期限が更新される
前の本件カード（以下「旧カード」といいます。）のキャッシュカード機能、
クレジットカード機能およびＳｕｉｃａ機能は有効期限をもって終了となり
ます。また、更新カードのキャッシュカード機能が利用された際の旧カー
ドのキャッシュカード機能も終了となります。
４．クレディセゾンがクレジットカード機能の有効期限の更新を承認しな
いときは、クレジットカード機能とともにＳｕｉｃａ機能も、有効期限をもっ
て終了するものとします。また、その場合、みずほ銀行は、会員に対して
みずほキャッシュカード（普通預金）を送付するものとしますが、会員が
本件カードを有効期限内に一度も利用することなく、みずほ銀行がカー
ド未利用と判断した場合はみずほキャッシュカード（普通預金）を送付し
ない場合があります。
５．会員が第７条第１項の届出を怠る等の事由で更新カードを受領する
ことができない場合、また、本条第３項の事由によりカードが無効となっ
た場合、これにともなう不利益、損害等については、各社は責任を負わな
いものとします。
第10条（本件カードの利用停止等）

１．各社は、会員が本特約、会員規約、Ｓｕｉｃａに関する特約、オートチャー
ジに関する特約もしくはリンクに関する特約に違反したとき、または違反
するおそれがあると判断したときは、各社はクレジットカード機能および
Ｓｕｉｃａ機能の一部もしくは全部の利用を停止しまたは利用資格を取り
消す（以下「利用停止等」といいます。）ことができます。
２．利用停止等の場合には、各社は、会員に事前に通知、催告等をするこ
となく、本件カードが利用可能な現金自動支払機や会員規約に定める加
盟店等を通じて、本件カードの回収をすることができるものとします。ま
た、前項により各社がクレジットカード機能の利用停止等を行った場合
には、会員は本件カードをただちにみずほ銀行またはクレディセゾンの
指示する方法に従い、みずほ銀行またはクレディセゾンに返却するもの
とし、本件カードを返却後にみずほ銀行がみずほキャッシュカード（普通
預金）を発行し貸与するものとします。
３．利用停止等または前項により新たにキャッシュカードが交付されるま
でキャッシュカード機能を利用できなくなることにともなって会員に生
じる不利益、損害等については、各社は責任を負わないものとします。
第11条（退会・機能の分離等）

１．会員は、本件カードについて、クレジットカード機能ならびにＳｕｉｃａ機
能のうち単独の機能を他の機能と切り離して解約することはできません。
２．会員は次のことを行う場合には、みずほ銀行に所定の書面により申込
または届出を行うものとします。会員が提出した書面の全部または一部
については、みずほ銀行からクレディセゾンに送付し、クレディセゾンは
ＪＲ東日本へ連絡します。なお、これをもって会員規約に定める申込また
は届出があったものとし、この場合には、本件カードとしてのご利用はで
きなくなります。
⑴本件カードの退会、クレジットカード機能およびＳｕｉｃａ機能の利用を
取りやめ、みずほキャッシュカード（普通預金）の発行を希望する場合。
⑵決済口座を変更する場合。
３．前項の場合において、みずほ銀行、クレディセゾンまたはＪＲ東日本が
求めた場合には、会員は本件カードのほか、みずほ銀行が指定する他の
カードもあわせてみずほ銀行に提出するものとします。なお、新たにみ
ずほ銀行所定のカードまたはみずほマイレージクラブカードセゾンが交
付されるまでの間、会員はキャッシュカード機能、クレジットカード機能
およびＳｕｉｃａ機能を利用できなくなりますが、これにともなう不利益・損
害等については、各社は責任を負わないものとします。また、前項⑵の場
合には、別に決済口座を指定いただくものとします。
第12条（規定の適用）

本特約において特に定めがない場合は、会員規約、みずほマイレージク
ラブカードセゾン特約、Ｓｕｉｃａに関する特約、オートチャージに関する特
約、リンクに関する特約およびビューＴｙｐｅⅡ提携カードに関する特約、
その他みずほ銀行、クレディセゾンまたはＪＲ東日本の定める規定を適用
するものとします。
第13条（特約の変更）

セゾンカード規約第１９条（本規約の変更等）の規定は、本特約の変更につ
いて準用します。この場合において、セゾンカード規約第１９条（本規約
の変更等）中「本規約」とあるのは、「本特約」と読み替えるものとします。

Ｓｕｉｃａに関する特約
第1条（目的）

本特約は、本件カードのＳｕｉｃａにおいて、会員に提供するサービスの内



容と、会員がそれらを受けるための条件を定めることを目的とします。な
お、本特約の用語の定義について特に定めのないものは、会員規約、「み
ずほマイレージクラブカードセゾン特約」および「みずほマイレージクラ
ブカードセゾンＳｕｉｃａ特約」（以下総称して「会員規約等」といいます。）
によるものとします。
第2条（適用範囲）

１．本特約は、会員規約等に対する特約であり、会員規約等と異なる条項
については本特約を優先することとします。
２．会員がＳｕｉｃａを利用する場合は、「東日本旅客鉄道株式会社ＩＣカード
乗車券取扱規則」（平成１３年１０月東日本旅客鉄道株式会社公告第２４号。
以下「ＩＣカード取扱規則」といいます。）による記名Ｓｕｉｃａとして取り扱
います。
３．会員は本件カードを、ＩＣカード取扱規則によるＳｕｉｃａ定期乗車券お
よびＳｕｉｃａ企画乗車券としては利用できないものとします。
４．Ｓｕｉｃａの利用等に関し、本特約に定めていない事項については、ＩＣ
カード取扱規則および「東日本旅客鉄道株式会社Ｓｕｉｃａ電子ネー取扱
規則」（平成１６年３月東日本旅客鉄道株式会社公告第３４号。以下「電子
マネー取扱規則」といいます。）の定めるところによります。なお、ＩＣカー
ド取扱規則による場合、「利用者」を「会員」、電子マネー取扱規則による
場合、「Ｓｕｉｃａ電子マネー」を「ＳＦ」、「利用者」を「会員」とそれぞれ読み替
えることとします。
第3条（用語の定義）

本特約における主な用語の定義は、次の各号に掲げるとおりとします。
⑴「ＳＦ」とは、ＪＲ東日本が相当の対価を得てＳｕｉｃａに記録した金銭的価
値をいいます。
⑵「チャージ」とは、ＪＲ東日本の定める方法でＳｕｉｃａにＳＦを積み増しす
ることをいいます。
第4条（デポジット）

本件カードについては、デポジットに関するＩＣカード取扱規則の定めは
適用しないものとします。
第5条（制限事項）

１．本件カードの有効期限を超えてＳｕｉｃａとして使用することはできま
せん。
２．ＩＣカード取扱規則の定めにかかわらず、バスの定期乗車券を利用す
ることはできません。
第6条（チャージ）

１．会員は、ＩＣカード取扱規則に定める機器のうちＪＲ東日本が別に定め
る機器のほか、Ｓｕｉｃａの処理が可能なＪＲ東日本またはＪＲ東日本が提携
している会社もしくは組織の運営する現金自動預払機等（以下「Ｓｕｉｃａ
対応ＡＴＭ」といいます。）により、本件カードのクレジットカード機能に
よってチャージをすることができます。
２．会員が本件カードのクレジットカード機能によりチャージを行う場合
のお支払い方法は、カードショッピングの１回払いとします。
３．前項にかかわらず、会員から申し出があり、クレディセゾンが承認した
場合には、承認した方法による支払い方法に変更することができるもの
とします。
第7条（ＳＦ残額の確認）

会員は、ＩＣカード取扱規則に定める機器のほか、Ｓｕｉｃａ対応ＡＴＭにより、
本件カードのＳＦ残額を確認することができます。
第8条（払いもどし）

１．ＪＲ東日本は、ＩＣカード取扱規則の定めにかかわらず、第１０条第２項
に該当する場合でＪＲ東日本が認めた場合、第１１条または第１２条に該当
する場合で、会員から次の各号のいずれかによる請求があった場合に限
り、ＳＦ残額を払いもどします。なお、ＪＲ東日本はＩＣカード取扱規則に
定める手数料は収受しません。ただし、第１０条第２項に該当する場合、
ＪＲ東日本所定の払戻手数料および振込手数料等を負担していただく場
合があります。
①会員が、Ｓｕｉｃａ対応ＡＴＭによりＳＦ残額の払いもどしを請求したとき。
②前号の取り扱いによらない場合で、会員が自らの責任において本件

カードを切断する等使用不能な状態にして、各社所定の方法により
本件カードをみずほ銀行に返却して、ＳＦ残額の払いもどしを請求し
たとき。

２．前項による払いもどしをした以降は、本件カードのＳｕｉｃａは使用でき
なくなるものとします。
３．ＳＦ残額を払いもどした後は、バス事業者の行うバス利用特典サービ
スは無効となります。無効となったバス利用特典サービスについて、各
社は責任を負わないこととします。



第9条（再発行時の取扱い）
各社は、ＩＣカード取扱規則の定めにかかわらず、みずほマイレージクラ
ブカードセゾンＳｕｉｃａ特約に定める再発行時にＳｕｉｃａの再発行を行い
ます。
第10条（本件カードが無効となる場合等）

１．各社は、次の各号に該当する場合、Ｓｕｉｃａを無効とし、会員資格の喪
失等の処置をとることがあります。
①ＩＣカード取扱規則第４３条、第４５条または第４６条に該当した場合
②電子マネー取扱規則第６条第１号、第４号または第６号に該当した場合
③会員のＳｕｉｃａの利用が会員規約等または本特約の規定に違反した

場合、あるいは違反する恐れがある場合
２．各社は、会員が前項以外の事由により退会・会員資格の喪失および本
件カードの利用停止・返却の適用を受けた場合には本件カードを無効と
します。
第11条（更新カード発行時の取扱い）

会員は、有効期限を更新した新しい本件カードが送付された場合で従前
の本件カードにＳｕｉｃａの情報がある場合は、その有効期限内に第８条に
よるＳＦ残額の払いもどしを行うものとします。
第12条（退会の手続き）

会員が本件カードを任意に退会する場合は、第８条によるＳＦ残額の払
いもどしを行った上で、会員規約等の定めによるものとします。なお、各
社が認めた場合は、この限りではありません。
第13条（免責事項）

１．カードを紛失しまたは盗難にあった場合等に、本件カードの使用停止
措置が完了するまでの間に他人によるＳｕｉｃａの使用等（払いもどしを含
みます。）があった場合、各社はそれらを補償する責めを負いません。
２．本件カードのＳｕｉｃａが使用できないことにより会員に生じる不利益、
損害については、各社はその責めを負いません。

オートチャージに関する特約
第1条（適用範囲）

本特約は、会員規約、「みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特
約」、「東日本旅客鉄道株式会社ＩＣカード乗車券取扱規則」（平成１３年１０
月東日本旅客鉄道株式会社公告第２４号。以下「ＩＣカード取扱規則」と
いいます。）、「東日本旅客鉄道株式会社Ｓｕｉｃａ電子マネー取扱規則」（平
成１６年３月東日本旅客鉄道株式会社公告第３４号。以下「電子マネー取
扱規則」といいます。）および「東日本旅客鉄道株式会社地域連携ＩＣカー
ド乗車券取扱規則」（２０２０年１２月東日本旅客鉄道株式会社公告第９号。
以下「地域連携ＩＣカード取扱規則」といい、以下総称して「会員規約等」
といいます。）に対する特約であり、会員規約等と異なる条項については
本特約を優先することとします。また、本特約の用語の定義について特
に定めのないものは、会員規約等によるものとします。なお、ＩＣカード
取扱規則および地域連携ＩＣカード取扱規則による場合、「利用者」を「会
員」、電子マネー取扱規則による場合、「Ｓｕｉｃａ電子マネー」を「ＳＦ」、「利
用者」を「会員」とそれぞれ読み替えることとします。
第2条（オートチャージサービス）
「オートチャージ」とは、本件カードのＳｕｉｃａ、本件カードと「リンクに関す
る特約」に定めるリンク（以下「リンク」といいます。）をした「記名Ｓｕｉｃａ

（電子マネー取扱規則に定める「ＩＣカード等」のうち記名されたものも
含みます。）」もしくは地域連携ＩＣカード取扱規則に定める「記名地域連
携ＩＣカード」（以下総称して「記名Ｓｕｉｃａ等」といいます。）または会員登
録されたモバイルデバイス（以下「モバイルデバイス」といいます。）にお
けるＳＦ残額があらかじめ設定した金額（以下「実行判定金額」といいま
す。）以下の場合、ＪＲ東日本が別に定めるオートチャージ機能を有する機
器を利用する際に、本件カードのクレジットカード機能により、あらかじ
め設定した金額（以下「入金実行金額」といいます。）が自動的にチャージ
されることをいい、それにより提供されるサービスを「本サービス」といい
ます。
第3条（利用方法等）

１．会員は、本件カードへのオートチャージ設定に関して、実行判定金額
および入金実行金額の新規設定については、各社にカードの入会申込み
をする際に各社所定の方法により行うか、Ｓｕｉｃａの処理が可能なＪＲ東
日本またはＪＲ東日本が提携している会社もしくは組織の運営する現金
自動預払機等（以下「Ｓｕｉｃａ対応ＡＴＭ」といいます。）により行い、実行判
定金額および入金実行金額の変更および利用停止については、Ｓｕｉｃａ
対応ＡＴＭにより行うこととします。
２．会員は、リンクした記名Ｓｕｉｃａ等へのオートチャージ設定に関して、



実行判定金額および入金実行金額の新規設定、変更および利用停止に
ついては、Ｓｕｉｃａ対応ＡＴＭにより行うこととします。
３．会員は、モバイルデバイスへのオートチャージ設定に関して、実行判
定金額および入金実行金額の新規設定、変更および利用停止について
は、当該モバイルデバイスにより行うこととします。
４．実行判定金額および入金実行金額は、１万円を限度として１千円単位
で設定することとします。
５．本サービスは、会員本人以外の利用はできないものとします。
６．オートチャージ実施時における売上票への署名は省略します。なお、
本サービスは、各社が認めた場合を除き会員による利用がなされたもの
とみなします。
第4条（制限事項等）

１．１日のオートチャージの合計額の上限は２万円とします。
２．本件カードによる利用代金の決済が承認されない場合には、オート
チャージできません。
３．本サービスのお支払いは、本件カードのクレジットカード機能による
カードショッピングの１回払いとします。ただし、会員は会員規約第７条
に定めるお支払い方法の変更サービスを申し入れできるものとします。
４．会員は、一旦実施したオートチャージの取消はできないものとします。
５．会員は、「Ｓｕｉｃａに関する特約」第８条に該当する場合を除き、オート
チャージによりチャージした本件カードにおけるＳＦの払いもどしはでき
ないものとします。
６．各社が必要と認めた場合には、何らの通知催告なくして本サービスを
停止することがあります。
第5条（有効期限）

１．本サービスの有効期限は、本件カードの有効期限までとします。
２．リンクによる本サービスの有効期限については、以下の各号の通りと
します。
⑴リンクによる本サービスの有効期限の経過後に、各社が引き続き本件
カードの会員と認める場合には、Ｓｕｉｃａ対応ＡＴＭにおいてＪＲ東日本が
定める方法によりオートチャージ設定を再度会員自らが行うこととします。
⑵各社が引き続き本件カードの会員と認めた場合でも、有効期限内に前
項の手続きを行わなかった会員は、有効期限の到来をもってリンクによ
る本サービスは利用停止となります。
⑶会員が有効期限の更新を認められなかった場合、会員は有効期限の到
来をもって本サービスは利用停止となります。
第6条（紛失・盗難等）

１．会員は、万一リンクした記名Ｓｕｉｃａ等を紛失し、または盗難にあった
場合は、速やかにＳｕｉｃａを取扱う駅において、再発行の手続きを行うこ
ととします。
２．会員は、オートチャージ設定したモバイルデバイスを紛失し、または盗
難にあった場合は、速やかにモバイルＳｕｉｃａウェブサイトまたはモバイ
ルＳｕｉｃａサポートセンターを通じて再発行に必要な登録処理を行うこと
とします。
３．ＪＲ東日本は前２項の再発行の請求を受けた場合、翌日の営業開始時
間までに使用停止措置を完了させます。
４．会員は、万一リンクした記名地域連携ＩＣカードを紛失し、または盗難
にあった場合は、第１項によるほか、地域連携ＩＣカード取扱規則に定め
る方法により再発行の手続きを行うこととします。
第7条（免責事項）

１．不可抗力、システム上のトラブル、第４条による場合等の理由を問わ
ず、オートチャージが実施できないことにより会員に生じる不利益、損害
については、各社はその責任を負わないこととします。
２．リンクした記名Ｓｕｉｃａ等またはオートチャージ設定したモバイルデ
バイスを紛失し、または盗難にあった会員が第６条の手続きを行わな
かった場合および第６条第３項に定めるリンクした記名Ｓｕｉｃａ等または
オートチャージ設定したモバイルデバイスの使用停止措置が完了するま
での間に、他人による本サービスの利用、またはリンクした記名Ｓｕｉｃａ等
もしくはオートチャージ設定したモバイルデバイスの使用等（払いもどし
を含みます。）により生じた会員の損害については、各社はそれらを補償
する責めを負いません。
３．会員は、退会後であっても、退会前に発生した本サービスにかかわる
利用代金の支払いについては本特約が適用されることを了承することと
します。



リンクに関する特約
第1条（適用範囲）

本特約は、会員規約、「みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特
約」、「東日本旅客鉄道株式会社ＩＣカード乗車券取扱規則」（平成１３年１０
月東日本旅客鉄道株式会社公告第２４号。以下「ＩＣカード取扱規則」と
いいます。）、「東日本旅客鉄道株式会社Ｓｕｉｃａ電子マネー取扱規則」（平
成１６年３月東日本旅客鉄道株式会社公告第３４号。以下「電子マネー取
扱規則」といいます。）および「東日本旅客鉄道株式会社地域連携ＩＣカー
ド乗車券取扱規則」（２０２０年１２月東日本旅客鉄道株式会社公告第９号。
以下「地域連携ＩＣカード取扱規則」といい、以下総称して「会員規約等」
といいます。）に対する特約であり、会員規約等と異なる条項については
本特約を優先することとします。また、本特約の用語の定義について特
に定めのないものは、会員規約等によるものとします。なお、ＩＣカード
取扱規則および地域連携ＩＣカード取扱規則による場合、「利用者」を「会
員」、電子マネー取扱規則による場合、「Ｓｕｉｃａ電子マネー」を「ＳＦ」、「利
用者」を「会員」とそれぞれ読み替えることとします。
第2条（リンクサービス）
「リンク」とは、本件カードと、ＩＣカード取扱規則に定める「記名Ｓｕｉｃａ
（電子マネー取扱規則に定める「ＩＣカード等」のうち記名されたものも含
みます。）」または地域連携ＩＣカード取扱規則に定める「記名地域連携ＩＣ
カード」（以下総称して「記名Ｓｕｉｃａ等」といいます。）の情報を関連付け
る第３条に定める手続き（以下「リンク設定」といいます。）を会員が完了
することにより、次の各号に定めるサービス（以下「本サービス」といいま
す。）を可能にすることをいいます。
⑴本件カードを決済カードとした記名Ｓｕｉｃａ等による「オートチャージ
に関する特約」に定める「オートチャージサービス」
⑵その他各社が別に定めるサービス
第3条（設定方法）

１．リンク設定および解除については、会員が本特約を承認かつ同意し、
Ｓｕｉｃａの処理が可能なＪＲ東日本またはＪＲ東日本が提携している会社
もしくは組織の運営する現金自動預払機等により行うこととします。ま
た、リンク設定の変更は、会員自らが設定解除後に再設定することにより
行うこととします。
２．リンク設定は、次の各号の条件に合致し、かつ各社の承認を得ること
が必要です。
⑴リンク設定を行う本件カードと記名Ｓｕｉｃａ等に登録された情報のう
ち、氏名・生年月日・性別のすべてが一致すること
⑵リンク設定を行う記名Ｓｕｉｃａ等がＳＦ対応であること
⑶リンク設定を行う記名Ｓｕｉｃａ等が、当社が別に定める記名Ｓｕｉｃａでは
ないこと
⑷リンク設定を行う本件カードが他の記名Ｓｕｉｃａ等と既にリンクしてい
ないこと
⑸リンク設定を行う記名Ｓｕｉｃａ等が、株式会社ビューカードが発行する
クレジットカード（家族カードを含みます。）または「ビューＴｙｐｅⅡ提携
カードに関する特約」に定める「ビューＴｙｐｅⅡ提携カード」と既にリンク
していないこと
⑹リンク設定を行う本件カードおよび記名Ｓｕｉｃａ等のいずれも無効な
カードでないこと
３．リンクした本件カードおよび記名Ｓｕｉｃａ等のいずれかが無効なカー
ドとなった場合、本サービスの利用を停止することとします。
４．各社が必要と認めた場合には、何らの通知、催告なくして本サービス
を停止することがあります。
第4条（免責事項）

不可抗力、システム上のトラブル、第３条第２項各号に合致しない場合等
の理由を問わず、本サービスが実施できないことにより会員に生じる不
利益、損害については、各社はいかなる責任も負わないこととします。

ビューＴｙｐｅⅡ提携カードに関する特約
第1条（目的・定義）

１．本特約は、会員が、本件カードのクレジットカード機能を「ビュー
ＴｙｐｅⅡ提携カード」として利用するための条件を定めることを目的とし
ます。
２．ビューＴｙｐｅⅡ提携カードとは、ＪＲ東日本およびＪＲ東日本と提携し
た会社または組織が発行するカードのうち、ＪＲ東日本が特に定めるもの
をいいます。



第2条（本特約の効力）
本特約は、会員規約、「みずほマイレージクラブカードセゾンＳｕｉｃａ特
約」、「東日本旅客鉄道株式会社ＩＣカード乗車券取扱規則」（平成１３年１０
月東日本旅客鉄道株式会社公告第２４号。以下「ＩＣカード取扱規則」と
いいます。）および「東日本旅客鉄道株式会社Ｓｕｉｃａ電子マネー取扱規
則」（平成１６年３月東日本旅客鉄道株式会社公告第３４号。以下「電子マ
ネー取扱規則」といい、以下総称して「会員規約等」といいます。）に対する
特約であり、会員規約等と異なる条項については本特約を優先すること
とします。また、本特約の用語の定義について特に定めのないものは、会
員規約等によるものとします。なお、ＩＣカード取扱規則による場合、「利
用者」を「会員」、電子マネー取扱規則による場合、「Ｓｕｉｃａ電子マネー」を

「ＳＦ」、「利用者」を「会員」とそれぞれ読み替えることとします。
第3条（利用）

１．会員は、会員規約等によるもののほか、ＪＲ東日本の指定するＪＲ東日
本の窓口、乗車券類発売機、指定席券売機、Ｓｕｉｃａの処理が可能なＪＲ東
日本またはＪＲ東日本が提携している会社もしくは組織の運営する現金
自動預払機等（以下「ＪＲ東日本窓口等」といいます。）で、本件カードを利
用することができます。
２．ＪＲ東日本窓口等での利用時に会員は、売上票への署名に代えて、ＪＲ
東日本窓口等に設置されている端末機で、所定の手続きにより本件カー
ドの利用ができる場合があります。なお、各社が特に認めた場合には、会
員は、各社が指定する方法に従い、本件カードの提示、売上票への署名等
を省略することができます。




